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★横断歩道における安全確認★
○ 走行時

信号機のない横断歩道手前の路面には「◇（ダイヤマーク）」の標示があります。
○ 横断歩道接近・通過時

ダイヤマークを見たら、しっかりと減速して歩行者の有無を確かめる。
○ 歩行者の優先

横断中・横断しようとしている歩行者がいる場合には必ず一時停止して安全に横断させる。

★事業所における日頃の確認★
「遅れているから急ぐ」といった判断が、重大な交通事故につながるおそれがあります。
一旦交通事故が発生すると、刑事上・民事上の責任を負うだけでなく、事業所（会社）の社会的信用
にも大きな影響を及ぼします。

→ 無理な運転を決して容認しない姿勢を明確にし、目的地に遅れそうな場合や予定に変更が生じた
場合の対応については

「遅れる場合は必ず会社に連絡する」

「遅延を理由に当該社員に対して不利益な扱いをしない」
「安全運転を最優先とする方針を明確にする」

など、日頃からルールを定め、全従業員で共有することが重要です。

東京都内で、信号機のない横断歩道を横断していた小学５年生の児童が、トラッ
クにはねられ、亡くなるという大変痛ましい交通事故が発生しました。

発生日時： 令和７年１２月１６日 午後３時４０分頃

発生場所： 東京都板橋区
状 況： 信号機のない横断歩道を横断中の小学生がトラックにはねられ死亡した交通事故

問 題 点

※事故の情報は、各種報道発表に基づくものです。

同種事故防止のために

○ 横断歩道を横断していた歩行者に気づかなかった→進路遠方を見て横断歩道を見ていない
○ 荷物の集荷予定時間に遅れそうだった →急いでいた

発生日時・場所


